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1 ．本稿の目的と背景
わが国は，1983年に当時の中曽根首相により設置さ

れた「21世紀への留学生政策懇談会」による提言を受

けて，留学生受入れ数を21世紀初頭には当時のフラン

ス並みの10万人に増加させるとの目標を掲げた．この

「留学生10万人計画」は，2003年に達成されたとされ，

2008年には福田首相の下で「留学生30万人計画」が発

表された．これは，当時12万人ほどであった留学生数

を，2020年までに30万人に拡大するという計画であっ

た．

この「30万人計画」の翌年2009年には「大学の国際

化のためのネットワーク形成推進」事業，いわゆる「グ

ローバル30」事業がスタートした．そして2011年には

「大学の世界展開力強化事業」，2012年には「グローバ

ル人材育成推進事業」，2014年には「スーパーグロー

バル大学等事業」や「海外留学支援制度（グローバル

人材育成コミュニティ）の創設」事業など，大学のグ

ローバル化やグローバル人材の養成などといった文脈

から，日本人の海外留学の推進とともに，外国人留学

生の獲得にも関連した競争的資金が矢継ぎ早に公募，

実施されてきた．こうした施策の効果もあり，2016年

には，高等教育機関に在籍する外国人留学生は17万人

を超え，日本語教育機関在籍者を含めれば24万人ほど

に達している（日本学生支援機構「平成28年度外国人

留学生在籍状況調査」）．

なお近年では，日本人学生の海外留学や外国人留学

生の在籍状況といった大学の国際化の状況も評価に取

り入れられることもあり，競争的資金の獲得による大

学改革・教育改善という側面にとどまらない大きな影

響を大学側に与えつつあることも指摘できよう．

一方，外国人留学生の留学後の出口，あるいはキャ

リア支援に対する施策は，受け入れ促進施策に対して

遅れて始まった．2013年の「第 2期教育振興基本計画」

で外国人留学生の生活・就職支援等の充実が取り上げ

られ，翌年以降の「日本再興戦略」や「経済財政運営

と改革の基本方針」，「まち・ひと・しごと創生基本方

針」などでも外国人留学生の就職支援等の必要性が指

摘されるようになっている．これらを受け，2016年度

には「住環境・就職支援等受入れ環境の充実」事業，

2017年度には「留学生就職促進プログラム」事業が文

部科学省の委託事業として実施に移されている．なお，

日本学生支援機構の「平成27年度外国人留学生進路状

況調査」によれば，2015年度に日本国内で就職した外

国人留学生は 1万 2千人ほどで，卒業・修了者の30％
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留学生30万人計画や大学の国際化政策などにより，外国人留学生数は増加しているが，日本での就職を支援する
取り組みは相対的に新しいものである．日本産業界のさらなる発展のためにも，日本で学んだ優秀な人材を獲得す
ることはきわめて重要な課題となっている．こうしたことからも留学生に対する日本で就業するための支援強化が
求められるようになっているが，それらは特に留学生に特徴的な就職を阻害する要因を低減するための機会として
機能させることが重要である．
東北大学キャリア支援センターでは，ほぼすべてのプログラムに日本人と留学生の双方が参加できるようになっ

ている．全般的に留学生の支援プログラムへの参加も増加しつつあるが，より早い段階からの働きかけを強めてい
くために，学内各部局やグローバルラーニングセンターをはじめとした関連する業務センター等と連携しながら，
さらなる支援の充実をはかっていく必要がある．
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ほどであった．

こうした背景を踏まえつつ，本稿では，東北大学キャ

リア支援センターの取り組みの一部を参照しながら，

大学における外国人留学生に対するキャリア支援の取

り組みの現状と今後の課題について検討することを目

的とする．なお以下で用いる「留学生」とは，外国人

で日本に留学している学生を指すものとする．

２ ．留学生のキャリア選択の特徴
留学生のキャリア選択の特徴を明らかにするため

に，いくつかの調査結果を概観する．まず，（独）日

本学生支援機構の「外国人留学生進路状況・学位授与

状況調査」の結果によれば，ここ数年，日本の高等教

育機関を卒業・修了した留学生のうち，概ね25～30％

が日本で就職し，概ね30％弱が日本で進学している．

一方，東北大学の留学生の進路状況についてみると，

日本で就職した者が約25％，日本で進学した者が約

25％と，全国の値よりもやや低い傾向を示している（表

1）．

次に，法務省入局管理局「平成27年度における留学

生の日本企業等への就職状況について」によれば，留

学生が就職した日本企業等の規模は，従業員千人以上

の大企業は約20％であり，千人未満の中堅・中小企業

が約70％を占めている（表 2）．また，業種をみると，

商業・貿易21.1％（平成27年度，以下同様），コンピュー

タ関連10.1％，教育7.5％が上位を占めており，これら

3業種も含めた非製造業が80.3％となっている．さら

に，就いた職務は，販売・営業24.3％，翻訳・通訳

23.9％，技術開発（情報処理分野）7.8％，経営・管理

業務7.5％，教育6.0％の順で多くなっている．

それでは，日本での就職を希望する留学生は，どの

ようなキャリア選択を志向しているのであろうか．図

1は，就職先を選ぶ際に重視する点を複数回答で尋ね

た結果である．「留学生（東北大学）」の値は，東北大

学の正規留学生，交換留学生および研究生2,161名を

対象に，東北大学グローバルラーニングセンターが実

施した「2016年度東北大学留学生学生生活調査」（以下，

東北大学調査）の結果である（回答数605，回答率

28.0％）．また，「留学生（ディスコ）」の値は，現在

日本で就職活動をしている2018年3月卒業・修了予定

の留学生3,624名を対象に，株式会社ディスコ，キャ

リタスリサーチが行った「外国人留学生の就職活動状

況」（以下，ディスコ調査）によるものである（回答

数348，回答率9.6％）．両調査では回答選択肢が異なっ

ているため，共通する選択肢のみを表記した（ただし，

「安定している」はディスコ調査のみ）．なお，「日本

人学生（ディスコ）」の値は，2017年 1 月に実施した

「キャリタス就活2018　学生モニター調査」（回答数

1,238）の結果である．

この結果をみると，日本人学生は「安定している」「将

来性がある」「給与・待遇が良い」「職場の雰囲気が良

い」「福利厚生が充実している」の順で重視している．

つまり，将来にわたって安定性が見込まれ，給与・待

遇，福利厚生および人間関係の面で働きやすい企業を

重視していることがうかがえる．

一方の留学生は，「給与・待遇が良い」「将来性があ

る」「職場の雰囲気が良い」「福利厚生が充実している」

などを重視している．これらは，日本人学生と同様の

傾向である．加えて，「仕事内容が魅力的」「高いスキ

表 1　留学生の進路状況

全国 東北大学
H25
年度

H26
年度

H27
年度

H27
年度

H28
年度

卒業（修了）者数 （a） 37,924 35,807 40,879 393 403
日本での就職者 （b） 9,382 9,678 12,325 98 105

（b / a） 24.7% 27.0% 30.1% 24.9% 26.1%
日本での進学者 （c） 10,277 10,263 12,265 99 100

（c / a） 27.1% 28.7% 30.0% 25.2% 24.8%
出所：全国の値は，（独）日本学生支援機構「外国人留学生進
路状況・学位授与状況調査」

表 ２　従業員数別許可人員の構成比

全国
H25年度 H26年度 H27年度 （単位％）

1-49人 40.9 40.6 38.1
50-99人 7.9 8.0 8.5

100-299人 11.8 12.0 12.8
300-999人 10.1 10.3 12.1

1,000-1,999人 5.9 5.8 5.2
2,000人以上 15.3 14.9 15.3
その他・不詳 8.1 8.3 8.0

出所：法務省入局管理局「留学生の日本企業等への就職状況
について」
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ルが身に付く」「海外で働ける，海外拠点が多い」の

回答率は，日本人学生よりも目立って高くなっている．

つまり，将来性や働きやすさに加えて，自身のキャリ

ア形成に資するかどうかを重視しているといえよう．

３ ．留学生に対する採用側の期待
厚生労働省による「外国人留学生の採用意欲調査」

（2014）によれば，「採用意欲が高い」企業は13％で，

「日本人学生並みに採用」と回答した企業39％と合わ

せて半数以上の企業が採用に前向きであることが指摘

されている．また留学生を採用する理由としてもっと

も多かったのは，「グローバル展開の中心的役割」 が

最も多く，次いで「海外拠点の中心的役割」「専門知識，

日本人と異なる視点」であった．

採用予定という点では，株式会社ディスコの「外国

人留学生の採用に関する企業調査」（2015）でも，

57％が採用の意思・予定を表明しており，厚生労働省

による調査結果とも一致して半数以上の企業が留学生

を採用する意思を持っていることがわかる．さらに同

調査では，留学生を採用する予定と求める能力につい

ても尋ねている．留学生を採用する理由は「優秀な人

材を確保するため」「外国人としての感性・国際感覚

等の強みを発揮してもらうため」「海外の取引先に関

する業務を行うため」などが主なものとなっている．

また求める能力では，「コミュニケーション能力」「日

本語力」「バイタリティー」「異文化対応力」などが上

位となっており，日本語力以外の部分は日本人学生に

求める能力とほぼ一致している．

このことは，労働政策研究・研修機構による「外国

人留学生の採用に関する調査」（2008）で，留学生を

採用する際に「日本人社員と区別なく採用している」

との回答が大半であったとことからも想定可能であ

る．またこの調査では，留学生を採用していない企業

に対してその理由も尋ねているが，「社内の受け入れ

図 1　就職先を選ぶ際に重視する点（複数回答）
出所：（株）ディスコ　キャリタスリサーチ「外国人留学生の就職活動状況」，２017年

東北大学グローバルラーニングセンター「２016年度東北大学留学生学生生活調査まとめ」，２017年
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体勢が整っていない（コミュニケーションの問題等）」

「留学生の採用自体に消極的」が主なものとなっている．

そして経済産業省の「外国人留学生の就職及び定着

状況に関する調査」（2014）では，留学生と企業の双

方に対して留学生の就職・採用における課題について

も調査を行っている．調査結果からは，留学生は大企

業・大都市での就業へのこだわりが強い一方で，「就

職活動の仕組みがよくわからない」「適性試験や能力

試験が日本語で行われるため難しい」「仕事内容が不

明確である」といった不満を抱えていることがわかる．

それに対して企業側は，「日本語能力を高めること」，

「日本企業における働き方への理解を深めること」

「キャリアパスや社内ロールモデルをうまく説明でき

ない」などを課題として挙げている．

４ ．キャリア選択における留学生の要望と不安
図 2は，留学生が大学や公的機関で受けたいサービ

ス・支援について，複数回答で尋ねた結果である．東

北大学調査でもディスコ調査でも，「留学生採用に積

極的な企業情報の提供」が最も多い．加えて，「日本

での就職活動の基礎知識の説明」「インターンシップ

情報の提供」も多くなっている．これらの結果をみる

と，日本での就職活動に役立つ情報を欲していること

がわかる．また，「先輩留学生からの就職アドバイス」

や「留学生が個別に相談できる窓口」を望む回答も目

立つ．ここからは，留学生に対する個別相談・支援の

必要性が読み取れる．

ところで，ディスコ調査では，留学生に対して日本

企業に対するイメージを聞いている．その結果，「集

団主義的な企業文化」80.2％，「高い日本語力が求め

られる」77.6％，「長時間労働」75.6％，「年功序列の

人間関係」67.2％などのイメージを抱く留学生が多く

なっている．また，東北大学調査では，留学生が就職

に対して不安に感じる点を複数回答で尋ねている．そ

の結果，「自分の語学力（日本語力・英語力）」が

48.1％と最も多い．次いで，「職場で人間関係を作れ

るか」32.6％，「希望の仕事に就くことができるか」

26.1％，「職場で差別を受けることはないか」25.3％，

「労働時間が長くないか」25.0％，「今後のキャリアが

どうなるのか」24.3％と続いている．

つまり，日本で働いていくにあたって，自身の語学

力を最も不安視している．加えて，集団主義，長時間

労働，年功序列の人間関係といった日本企業の組織文

化・風土に馴染めるかどうかについて不安を感じてい

ることがうかがえる．

図 ２　大学や公的機関で受けたいサービス・支援（複数回答）
出所：（株）ディスコ　キャリタスリサーチ「外国人留学生の就職活動状況」，２017年

東北大学グローバルラーニングセンター「２016年度東北大学留学生学生生活調査まとめ」，２017年
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５ ．留学生のキャリア形成における迷い・悩み
：個別相談の内容から
東北大学キャリア支援センターでは2011年より外国

人留学生向け個別相談を行っている．ここでは，近年，

来所する外国人留学生の迷いや悩みを個別相談の内容

からまとめる．

平成28年度の日本人留学経験者・予定者，外国人留

学生向け相談では，延べ57名の学生が相談に訪れてい

る．内訳としては，学部生13名，大学院前期課程35名，

後期課程 3名，特別聴講生などその他 6名となってい

る．所属別では，経済学研究科 9名，文学部 6名，文

学研究科 6名，工学研究科 5名と続く．月別での相談

件数推移は， 7月 9名，12月 8 名， 4月・ 6月 6名，

10月・11月・1月・2月が各 5名の利用となっている．

相談内容を大別すると「日本での就職活動」，「進路・

研究」，「インターンシップ」，「在留手続き・各種資格

取得」などに分けられる．

1）「日本での就職活動」では，志望業界，志望企業，

志望職種の選択方法や就職活動のスケジュール，情報

収集の仕方，選考試験についてなど基本的な相談が多

かった．また，日本の企業が求める日本語能力レベル

に不安を覚える学生やバイリンガル向けジョブサイト

やイベント情報の取得の方法など外国人留学生に特化

した相談も寄せられた．

日本での就職活動方法を理解して行動した学生は，

複数企業から内定を獲得し，断り方の相談も度々あっ

た．一方で日本の就職活動になじめない学生は，例え

ば，根拠のない能力アピールによってなかなか就職先

が決まらない状況を打開したいと来所したり，心構え

ができないまま活動を開始し，上手くいかないと悩み

来所していた．

彼等にみられる特徴として，大企業ならどこでもい

いといった知名度を優先した企業選びをしている傾向

や特に日本をイメージする企業としてゲーム，アニメ

に関する業界に特化した活動を行っているなどの傾向

が見受けられた．

2）「進路・研究」に関する相談では，「就職と研究」，

「他国・他学への留学」，「研究職」などについての相

談があった．

大学院から本学で学んでいる学生の相談では，家族

を伴って留学して来ており，研究職の不安定さが心配

で進路選択を迷っているといった相談や，年齢が高い

が今後研究を継続していくべきか就職に進路変更して

いくべきか，といった相談やアカデミックキャリアを

目指す学生からはそのサポート体制についての相談な

どがあった．

3）「インターンシップ」の相談の多くが，希望す

るインターン先の情報についてのアドバイスや研究と

のバランス，日本と他国のインターンシップの違いな

どであった．

4）「在留手続き・各種資格取得」についての相談

では，留学ビザを所有しているが就職時のビザについ

て，教員になる場合の教育ビザの取得の有無，特定活

動ビザ（内定ビザ，就職活動ビザ）制度や日本で取得

でき，働くことが出来る資格取得について具体的な相

談があった．

6 ．留学生のキャリア支援
ここまで，留学生のキャリア選択の特徴，留学生が

要望する大学や公的機関でのサービス・支援，日本で

の就職活動に対する不安について概観してきた．それ

らを踏まえると，留学生のキャリア支援として求めら

れることは，以下の5点に整理できよう．

（ 1）留学生のキャリア選択志向の見極め
表 1に示したとおり，留学生の約25～30％が日本で

就職し，概ね30％弱が日本で進学している．また，同

調査によれば，概ね25％前後が出身国・地域に戻って

就職や進学をしている．つまり，留学生のキャリア選

択は，この 3つに大別される．

そこで，留学生個々人がどのようなキャリア選択志

向を持っているかを把握したうえで，それに応じた

キャリア支援が求められる．例えば，入学オリエンテー

ション時に卒業・修了後の進路希望を調査するなど，

早い段階からの取り組みが望まれる．

（ ２）日本語能力の向上支援
日本で就職や進学するうえでは，日本語能力の向上

は欠かせない．特に就職する場合には，ビジネスシー

ンでの日本語能力が問われる．そこで，授業としての

日本語教育だけではなく，留学生が日本語や日本文化

により多く触れ合うことができるように，日本人学生
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との交流強化，サークル活動やアルバイトの推奨など

の支援が必要となる．

（ ３）日本独自の就職活動に関する理解促進
ディスコ調査では，留学生が日本の就職活動でおか

しいと感じた制度や習慣についても尋ねている．その

結果，就職活動の時期32.6％，服装（リクルートスーツ）

30.9％，筆記試験29.4％，エントリーシート28.8％，

新卒一括採用27.1％などが上位を占めている．日本で

は当たり前となっている制度や習慣も，留学生からみ

ると奇異に映ることも多いということである．

そこで，日本の就職活動と出身国・地域のそれとを

比較しながら異なる部分を明確にしたり，「なぜそう

するのか」を丁寧に説明したりすることを通して，日

本独自の就職活動に関する理解を促進させることが必

要となる．

（ ４）留学生向け求人に関する情報や機会の提供
図 2でみたとおり，「留学生採用に積極的な企業情

報の提供」や「インターンシップ情報の提供」に対す

る留学生の要望は高い．したがって，そうした情報を

適時適切に収集し，留学生に提供していくことが求め

られる．特にインターンシップは，留学生が日本企業

の組織文化・風土の一端に触れることのできる貴重な

機会となり得るものである．

加えて，留学生に特化した就職ガイダンスやジョブ

フェアの開催も検討すべきであろう．こうした機会を

通して様々な企業と接点を持つことによって，例えば

大企業と中堅・中小企業双方の特徴を理解するなど，

留学生の視野が広がることが期待できる．

（ ５）留学生向けの個別相談・指導
個々人のキャリア選択志向を踏まえながら，進路・

職業選択に関する不安や悩みを和らげたり，問題解決

の手助けをしたりする個別相談・指導は，日本人学生

に限らず留学生にとっても，不可欠なキャリア支援で

ある．留学生一人ひとりの声に耳をかたむけながら，

息の長い支援が求められる．

7 ．おわりに：東北大学キャリア支援センター
の留学生キャリア支援の取り組み
以上見てきたように，留学生の日本における就職を

さらに活発化していくためには，在学中の留学生に対

する支援強化が不可欠である．特に就職を阻害する要

因となっているのは，留学生の大企業へのこだわり，

就職活動のスケジュールや流れの軽視，評価の観点に

対する誤解，などに整理できよう．採用選考に大きな

変化がない限り，留学生へのキャリア支援は，こうし

た阻害要因を低減するための機会として機能すべきで

ある．企業が日本語能力を強く求めていることは，留

学生に対してのみではなく，日本人学生に対しても同

様である．むしろ留学生も日本人と同様の基準で採用

選考を行っているがゆえに日本語の能力への期待が高

くなるとみることもできる．株式会社マイナビの「キャ

リア・就職支援の取り組み調査」（2017）によれば，

大学の 8割近くが留学生に対する就職支援を実施して

いる．その支援内容は「外国人留学生限定の日本の就

職活動に関するガイダンス」，「エントリーシート添

削」，「模擬面接」が上位を占めており，多くの留学生

が直面する課題を反映した支援となっている．

東北大学においても留学生のキャリア支援に対する

取り組みを拡張しつつある．日本での就職を目指す場

合，基本的には日本人学生と変わらぬ選考を受けるこ

とになることから，キャリア支援センターのプログラ

ムもすべて日本人と留学生の双方に参加を促してい

る．また留学生のみが利用できる支援として，上述の

留学生を対象とした個別相談がある．これらのプログ

ラムにおける留学生の参加も増加しつつあるが，その

一方で，就職を阻害する要因を直接改善するような支

援が依然として十分でないこともまた事実である．

2017年度からスタートした文部科学省の委託事業「留

学生就職促進プログラム」はこの部分を強化する上で

きわめて重要であるが，それだけでなく，阻害要因の

低減のためには早い段階からの働きかけが必要なこと

は改めて言うまでもなく（これもまた日本人学生と共

通である），学内各部局やグローバルラーニングセン

ターをはじめとした関連する業務センター等と連携し

ながらさらなる支援の充実をはかっていきたい．
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